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６
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５
０
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奥

口

尚

口

口

て
き
た
の
で
す
。

◆
ソ
ー
ス
は

分
身

親
父
は
常
に
お
客
さ
ん
の

身
に
な
っ
て
考
え
、

え
え
も

ん
を
つ
く
っ
た
ら
客
は
付
い
て

く
る

が
口
癖
で
し
た
。
そ
れ

で
も
戦
後
は
砂
糖
の
代
わ
り
に

チ
ク
ロ
を
使
う
な
ど
、
苦
労
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す

。

そ
ん
な

昔
の
苦
労

の
上

に
今
が
あ
る
と
顔
を
引
き
締
め

る
武
田
さ
ん
。
み
な
と
幼
稚
園

↓
磯
路
小
↓
市
岡
中
↓
市
岡
商

と
港
区
を
離
れ
た
こ
と
が
な

い
自
身
に
と
っ
て
、
同
じ
よ
う

に
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
ソ
ー

ス
は
分
身
の
よ
う
な
存
在
。
長

引
く
不
況
下
で
も
製
造
の
灯ひ

を

絶
や
す
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

◆
消
費
者
の
声
を
励
み
に

か
つ
て
大
型
店
か
ら
超
大
口

の
注
文
が
あ
っ
た
時
に
は
、
他

の
お
客
さ
ん
の
分
が
で
け
へ
ん

よ
う
に
な
る
と
断
っ
た
と
か
。

こ
れ
か
ら
も
う
ち
の
持
ち
味

で
あ
る

じ
っ
く
り
作
業

を

貫
い
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で

ネ
ッ
ト
販
売
に
も
力
を
入
れ
、

売
上
の
半
分
以
上
に
持
っ
て
い

け
た
ら
と
抱
負
を
語
り
ま
す
。

そ
し
て
、

う
ち
は
創
業
三

十
年
で
す
が
三
晃
さ
ん
一
筋
。

コ
ク
の
あ
る
甘あ

ま

口ぐ
ち

が
合
っ
て
い

ま
す

（
弁
天
の
お
好
み
焼
き

店

幸ゆ
き

）

我
が
家
は
皆
こ

の
ソ
ー
ス
が
大
好
き
で
す
（
ネ

ッ
ト
購
入
者
か
ら
の
便
り
）
な

ど
消
費
者
の
声
が

最
高
の
励

ま
し
や
ね

と
微ほ

ほ

笑え

む
武
田
社

長
。
息
子
が
後
継
ぎ
の
気
持
ち

を
固
め
て
く
れ
て
ま
ん
ね
ん

と
さ
ら
に
目
を
細
め
ま
し
た
。

三
晃
食
産

製
品
は
と
ん

か
つ
と
ウ
ス
タ
ー
の
二
種
。
弁

天
四

一
一

一
九
、

六
五

七
一

〇
七
五
八
。

そ
う
し
て
今
や
全
国
区
と
な

っ
た
三
晃
ソ
ー
ス
で
す
が
、
そ

の
歴
史
は
一
九
四
八
年
、
先
代

の
父
・
喜き

作さ
く

さ
ん
に
よ
る
個
人

創
業
にさ

遡か
の

りぼ

ま
す
。

喜
作
さ
ん
は
戦
場
の
満
州
か

ら
帰
還
後
、
和
歌
山
の
醤し

ょ

油う
ゆ

工

場
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
戦

後
の
食
生
活
の
変
化
を
見
越
し

て
ソ
ー
ス
づ
く
り
をこ

志こ
ろ

しざ

、
製

造
法
を
習
得
。
港
区
市い

ち

場ば

通
り

（
現
市
岡
）
に
工
場
を
構
え
、

醤
油
・
酢
な
ど
の
食
品
卸お

ろ

もし

併あ
わ

せ
て
事
業
化
し
ま
し
た
。
高
度

成
長
や
バ
ブ
ル
景
気
に
も
乗
っ

て
事
業
は
繁
忙
を
極
め
、
そ
の

間
に
工
場
を
現
在
地
へ
移
転
。

六
七
年
に
は
高
校
を
卒
業
し
た

息
子
の
喜
勝
さ
ん
が
事
業
を
手

伝
い
始
め
ま
し
た
。
そ
う
し
て

八
四
年
に
喜
作
さ
ん
が
亡
く
な

り
、
四
十
歳
で
後
を
継
い
だ
喜

勝
さ
ん
は
、
景
気
の
先
行
き
も

見
極
め
、
事
業
を
ソ
ー
ス
づ
く

り
一
本
に
絞
り
ま
し
た
。以
来
、

妻
の
和
子
さ
ん

と
二に

人に
ん

三さ
ん

脚き
ゃ

でく

ソ
ー
ス
製
造
・
卸
を
続
け

三
晃
ソ
ー
ス
の
手
づ
く
り
な

ら
で
は
の
味
の
評
判
は
次
第
に

広
が
り
、
数
年
前
か
ら
は
新
聞

や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ

れ
、
全
国
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
注
文
が
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

◆
先
代
が
製
造
法
を
習
得

く
り
の
工
程
を
見
せ
て
も
ら

い
、
そ
の
フ
ル
ー
テ
ィ
で
ス
パ

イ
シ
ー
な
味
の
秘
密
に
迫
り
ま

し
た
が
、
さ
て
今
回
は

。

◇

市
岡
生
ま
れ
の
弁
天
育
ち
、

大
人
か
ら
子
供
ま
で
人
気
が
あ

る
手
づ
く
り
ソ
ー
ス
と
し
て
六

十
数
年
の
歴
史
を
持
つ

三さ
ん

晃こ
う

ソ
ー
ス

。
そ
の
製
造
職
人
、

武
田
喜よ

し

勝か
つ

さ
ん

を
工
場
に

訪
ね
ま
し
た
。
前
号
で
は
手
づ

壜詰めやラベル貼
りも妻の和子さん
と二人三脚で。
先代からの じっ
くり作業 はこれ
からも続く

ソ
ー
ス
づ
く
り

ソ
ー
ス
づ
く
り

先
代
の
苦
労

今
に
活
か
し

三
晃
食
産

武
田
喜
勝
さ
ん

（
弁
天
４
、

歳
）

下下

う
ち
は
創
業
以
来

年
、
三

晃
さ
ん
だ
け

と
話
す
弁
天
４

丁
目
の
お
好
み
焼
き
店
幸
の

長
沢
君
代
さ
ん

４
月

日

▲

関
西
フ
ィ
ル
と

と
も
に
歩
む
会

港
区
に
拠
点
を
置
く
関
西
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
を

応
援
す
る

関
西
フ
ィ
ル
と
と

も
に
歩
む
会

が
十
四
周
年
を

迎
え
、
四
月
二
十
二
日
、
弁
天

町
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
で
総
会
と
記

念
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
活
動
報
告
や
活
動

方
針
を
拍
手
で
承
認
。
足
立
敏

博
代
表
世
話
人
が

財
政
難
を

理
由
に
し
た
政
府
・
自
治
体
の

文
化
予
算
削
減
に
反
対
し
、
音

楽
活
動
へ
の
助
成
の
充
実
化
を

求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

♪
春
を
感
じ
さ
せ
る
演
奏

演
奏
会
で
は

春
爛ら

ん

漫ま
ん

コ
ン

サ
ー
ト
と
題
し
て
、同
楽
団
の

徳
岡
裕ゆ

う

紀き

さ
ん
（
第
一
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）
、
鈴
木
洋ひ

ろ

子こ

さ
ん
（
第

二
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
ス
テ
フ

ァ
ン
・
ポ
ポ
フ
さ
ん
（
ヴ
ィ
オ

ラ
）
、
分ぶ

ん

藤ど
う

美
紀
子
さ
ん
（
チ

ェ
ロ
）

の
弦
楽
四
重
奏
メ
ン

バ
ー
が
、
エ
ル
ガ
ー
、
ブ
リ
ッ

ジ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
な
ど
を
演
奏
。
弦

楽
器
の
柔
ら
か
で
繊
細
な
音
色

が
春
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
ま

た
演
奏
の
合
間
に
は
曲
や
楽
器

の
説
明
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
体
験

も
あ
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
一

層
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

▼

地
元
楽
団
を
応
援
し
な
が
ら
身

近
な
演
奏
を
楽
し
ん
だ

関
西

フ
ィ
ル
と
と
も
に
歩
む
会

周

年
総
会
記
念

春
爛
漫
コ
ン
サ

ー
ト

４
月

日
、
弁
天
町

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
で

同
楽
団
は
七
〇
年
創
立
。
九

三
年
か
ら
弁
天
町
オ
ー
ク
に
練

習
場
と
事
務
所
を
置
き
、
〇
三

年
に
は

法
人
と
し
て
再

出
発
。
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー

と
質
の
高
い
演
奏
で
関
西
を
代

表
す
る
楽
団
に
成
長
。
子
供
た

ち
に
音
楽
の
楽
し
み
を
広
げ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
や
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
協
力
も
。
文

化
予
算
の
削
減
が
続
く
中
、
公

的
助
成
の
充
実
と
草
の
根
の
支

援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

六
五
七
四

七
七
五
六
足

立
代
表
世
話
人
。

●
三
先
出
身
の
歌
手
・
香
西
か

お
り
さ
ん

今
年
は
歌
手
生
活

二
十
五
周
年
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
被
災
地
支
援
を
継
続

五
月
九
日
に
デ
ビ
ュ
ー
二
十
五

周
年
記
念
シ
ン
グ
ル
第
二
弾

酒
の
や
ど

発
売

糸
車
、

か
ら
り

（
テ
レ
ビ
大
阪
ド
ラ

マ

逃の
が

亡れ

者も
の

お
り
ん
２

主
題

歌
）

愛い
と

し
、
恋
し

も
好
評

五
月
十
三
日
（
日
）
正
午
十

五
分

の
ど
自
慢

出

演

五
月
十
八
日
（
金
）
十
時

半

正
午
半

ラ
ジ
オ
生

放
送

上
泉
雄
一
の
え
え
な

ぁ
！

出
演
予
定

五
月
二
十

三
日
（
水
）

ご
き
げ

ん
歌
謡
笑
劇
団

出
演
予
定

六
月
三
日
（
日
）

プ
レ
ミ
ア
ム

日
本
の
う

た

出
演
予
定

か
お
り
倶く

楽ら

部ぶ

は
夕
凪
一

一
一

一
八
。

●
波
除
在
住
の
演
歌
歌
手
・
藤

か
ほ
り
さ
ん

五
月
二
十
二
日

（
火
）
関
西
演
芸
協
会

成
田

山
参
拝

参
加
予
定

毎
週
水

・
土
曜
十
八
時
半

二
十
時
半

に
弁
天
道
場
（
市
岡
元
町
の

ガ
ー
ド
下
）
でじ

杖ょ
う

道ど
う

な
ど
の

昇
段
試
験
に
向
け
練
習
生
と
共

に
稽け

い

古こ

毎
年
恒
例

盲
導
犬

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

開
催
日

が
九
月
三
十
日
（
日
）
に
決
定

六
五
八
二

一
二
四
一
藤

企
画
。

●
磯
路
在
住
の
歌
手
・
松
浦
ゆ

み
さ
ん

四
月
二
十
九
日
に
弁

天
町
オ
ー
ク
広
場
で
開
催
さ
れ

た

弁
天
ま
つ
り

カ
ラ
オ
ケ

大
会
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
た

五

月
二
十
七
日
（
日
）
に
尼
崎
の

ホ
テ
ル
ホ
ー
プ
イ
ン
で
開
催
の

越
本
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

に

十
七
時
頃
ゲ
ス
ト
出
演
予
定

五
月
二
十
九
日
（
火
）
に
千
林

の
ス
タ
ジ
オ

で
開
催
の
ラ
イ

ブ
に
十
四
時
頃
出
演
予
定

六

月
二
日
（
土
）
に
桃
谷
の
ミ
ル

キ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催
の
ラ
イ
ブ

に
十
五
時
頃
出
演
予
定

六
月

十
日
（
日
）
横
浜
市
戸
塚
の
し

香西かおりさん

藤かほりさん

ず
か
で
開
催
の
ラ
イ
ブ
に
十
五

時
頃
出
演
予
定
。

●
弁
天
在
住
の
歌
手
・
青
木
美

香
子
さ
ん

毎
週
火
曜
十
七
時

と
土
曜
十
四
時
半
か
ら
ベ
イ
コ

ム

チ
ャ
ン
ネ
ル
で

ミ
カ
リ

ン
の
大
坂
歌
絵
巻

放
送
中

月
曜
正
午
と
十
四
時
五
十
分
開

演
の

通
天
閣
歌
謡
劇
場
（
入

場
料
千
五
百
円
、
入
れ
替
え
な

し
）
に
は
五
月
二
十
一
日
、
六

月
二
十
五
日
に
出
演
予
定

八

月
二
日
（
木
）
十
九
時
か
ら
大

丸
心
斎
橋
劇
場
で

サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト

開
催
予
定
（
前
売

券
二
千
円
発
売
開
始
）

六

五
七
六

六
六
五
三
オ
フ
ィ
ス

。

青木美香子さん

松浦ゆみさん

楽
団
員

の
指
導
で
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
演
奏
を
体
験
す
る
女
性

♪
文
化
予
算
増
や
す
べ
き

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
体
験
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
女
性

は

ピ

ア
ノ
や
マ
リ
ン
バ
を
や
っ
て
い

る
の
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
も

挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
綺き

麗れ
い

な

音
が
出
せ
て
感
激
で
す
。
こ
ん

な
体
験
が
出
来
る
の
は
小
規
模

な
演
奏
会
な
ら
で
は
。
料
金
も

手
頃
だ
し
、
も
っ
と
開
い
て
ほ

し
い
で
す
。
今
、
文
化
予
算
を

ど
ん
ど
ん
削
る
動
き
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
も
っ
と
増
や
し
て
文
化
活

動
を
応
援
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

♪
求
め
ら
れ
る
助
成
と
支
援

総
会
で
報
告
す
る
足
立

敏
博
・
代
表
世
話
人
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